
   

 

 

 

 

 

 

 
 

防災教育「いざというとき、自分たちにできること」 

 
 

９月 29日（火）に、市総務部 危機管理監と防災安全課の方々を講師として招聘し、４年生を対象に

して、災害が起きたときに、自分の命を守るためにどのように行動すればよいか等を考える防災教育を

実施しました。 

まず、カードゲーム形式の活動を通して、災害時に起こり得るさまざまな場面と役立つものについて

考えました。「けがをしたとき、役立つものは何か」、「避難するとき、何を持っていくとよいか」など、

カードに示されたアイテムについて友達と話し合いながら取り組みました。 

また、実際の避難生活を想定し、段ボールベッドの作成にも挑戦しました。段ボールを組み合わせ、友

達と協力しながら一つのベッドを完成させる活動を通して、避難所での生活や、限られた物資を工夫し

て活用することについても学びました。 

子供たちは楽しみながら活動する中で、災害はいつ起こるか分からず、いざという非常時には必要な

ものがすべて揃っているとは限らないことを学びました。そのため、日頃から災害に備えておくことの

大切さや、自分の身を自分で守るために状況に応じて考え、行動することの大切さについて考えること

ができました。 

防災は、学校だけでなく、家庭や地域全体で考えていくことが大切です。今回の学習をきっかけに、ご

家庭でも「地震が起きたらどこに避難するのか」、「家族との連絡方法」、「避難するときに必要なもの」な

ど、いざというときについて話し合ってみてください。 

学校では、子供たちが「自分の命を守る力」と「周りの人と支え合う力」を身に付けられるよう、今後

も体験を大切にした防災教育を進めていきます。 

な が や ま っ 子 
校訓 「広げようやさしい心 きたえようじょうぶな体 育てよう学ぶ力」 

龍ケ崎市立長山小学校学校だより       令和８年９月 30日 No.７ 

  

 


